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本資料は、米国会計基準による2010年3月期第1四半期の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が
発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。本資料に含まれる連結財務情報は、監査対象外とさ

れております。

本資料に掲載されている事項は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完全性を保証

または約束するものではなく、今後予告なしに変更されることがあります。本資料は、2009年7月29日現在のデータに
基づき作成されております。なお、本資料で使用するデータ及び表現等の欠落・誤謬等につきましてはその責を負いか

ねますのでご了承ください。

本資料は将来の予測等に関する情報を含む場合がありますが、これらの情報はあくまで当社の予測であり、その時々

状況により変更を余儀なくされる とがあります なお 変更があ た場合 も当社は本資料を改訂する義務を負の状況により変更を余儀なくされることがあります。なお、変更があった場合でも当社は本資料を改訂する義務を負い

かねますのでご了承ください。

本資料のいかなる部分も一切の権利は野村ホールディングス株式会社に帰属しており、電子的または機械的な方法を

問わず いかなる目的であれ 無断で複製または転送等を行わないようお願いいたします問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようお願いいたします。
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第 算 概2010年3月期第1四半期決算の概要
6四半期ぶりの黒字を確保、本年度通期黒字化に向けての第一歩

決算のポイント

リテールでは丁寧なコンサル営業を徹底し、毎月1兆円超の総募集買付額を実現
ホールセールでは新生野村のビジネスが始動、海外ビジネスが大きく拡大し黒字化

社 ジ 評価 復 伴 約 億 負債 時価評価損等を計 す も 字達成

2010年3月期第1四半期の収支状況

当社クレジット評価回復に伴い、約400億円の負債の時価評価損等を計上するも黒字達成
前四半期比約260億円の費用を削減
2009年6月末（速報値）の自己資本比率は20.8%、Tier1比率は12.7%とさらに改善

税前利益及び純利益（損失）の推移

収益合計
（金融費用控除後）

2010年3月期第1四半期の収支状況

2,984億円

税前利益及び純利益（損失）の推移

- 7 6 .6 - 7 2 .9

- 3 4 2 .9

- 2 1 5 .8

1 1 .4

- 8 4 .3 - 6 9 .4

3 1 .4

- 2 0 0

- 1 0 0

0

1 0 0

1 2 3 4 5

（10億円）

（金融費用控除後）

税前利益 314億円
- 3 9 9 .6

- 2 2 6 .9

- 5 0 0

- 4 0 0

- 3 0 0

2 0 0

2010年3月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2009年3月期

税前利益当期純利益（損失）

当期利益（損失）

純利益* 114億円

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
収益合計（金融費用控除後） 135.1 128.1 -49.7 99.2 298.4
税引前当期純利益（損失） -84.3 -69.4 -399.6 -226.9 31.4
野村ホールディングスに帰属する当期
純利益(損失）

-76.6 -72.9 -342.9 -215.8 11.4

野村ホールディングス株主資本合計 1,945.2 1,810.1 1,419.0 1,539.4 1,544.5
ROE(%)* - - - - 3.0%
野村ホールディングス株主に帰属する
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*野村ホールディングス株式会社に帰属する純利益

野村ホ ルディングス株主に帰属する
基本的一株当たり当期純利益（損失）（円）

-40.14 -38.18 -179.62 -107.00 4.37

一株当たり純資産（円） 1,019.2 948.34 743.24 590.99 589.32
*四半期データは年率換算



ビジ国内リテールビジネスでの圧倒的なシェア
市場環境の混乱が収束する中、お客様へのコンサルティング営業を徹底。結果、「それ、野村にきいてみよう」というお客様が増加し、
株式、投信、債券と幅広い商品の買付が進む

新規設定投信の募集額では圧倒的なシ ア

1,600

新規設定投信の募集額では圧倒的なシェア

総募集買付額1 新規設定投信募集額シェア2（2009年1月～6月）

（10億円）
その他 5%
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野村證券 61%

社 %
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200
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B社 15%

それ、野村にきいてみよう。

■株式買付額 ■投信募集買付額 ■債券募集買付額 ■その他商品買付額

・
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1．投信募集買付額はスイッチングを含む

2．投資信託協会発行の「投資信託」をベースに野村で作成。ファンドは当初設定額100億円以上の新規設定株式投信を対象。但し、販売会社が複数のファンドの場合は、主な販社の販売分として計算。



ジ ビジ がアセット・マネジメント・ビジネスでシェアが上昇

高水準の投信販売と、市場環境の回復を受けて野村アセットマネジメントのシェアは国内最大を維持しながら上昇

海外の専門誌から数々のアワードを受賞。インドでの資産運用ビジネスにも進出

その他 24 1%

16.8%
21 0

21.5

16 8

17.0

海外の専門誌から数々のアワ ドを受賞。インドでの資産運用ビジネスにも進出

運用資産残高と国内公募株式投信残高シェアの推移１

（兆円） （%）

野村アセットマネジメントの公募投信純資産残高シェア1

野村アセットマネジメント 21.9％

I社 2.1%

その他 24.1%

19 0

19.5

20.0

20.5

21.0
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16.6

16.8

H社 2.3%

G社 2.7%

F社 2.8%

E社 3.0%

D社 6 5% B社 10.2%

A社 14.3%

17 0

17.5

18.0

18.5

19.0

15 4

15.6

15.8

16.0

D社 6.5%
C社 10.0%

社 0 %17.0
2009.1 2009.2 2009.3 2009.4 2009.5 2009.6

15.4

公募投信残高（2009年6月末；全社合計残高 57.1兆円）

グローバルでの展開

• アジアン・インベスター• アジアン インベスタ
インベストメント・パフォーマンス・アワード2009

- アセット・マネージャー・オブ・ザ・イヤー（ETF 日本）
-ベスト・イン・ホンコン・エクイティ
- ジャパン・オンショア・ファンド・ハウス・オブ・ザ・イヤー

インド最大の生命保険会社、LIC傘下の
資産運用会社への出資と合弁事業の

推進で合意

61．投資信託協会資料から野村作成

• グローバル・ペンションズ・アワード2009
-スペシャリスト・エクイティ・マネージャー・オブ・ザ・イヤー

• ユーロピアン・ペンションズ・アワード2009
-エマージング・マーケット・マネージャー・オブ・ザ・イヤー



が デ今年に入って当社が取得したECMマンデート
日本・アジア・欧州でエクイティ・ファイナンス案件のマンデート獲得が増加。金融機関分野が特に好調。

2009年4月
Banco Espirito Santo

資本強化
(普通株)

16億ドル

First Quantum
Minerals
資本強化

(CB)

2009年6月
野村不動産
ホールディングス
資本強化

(普通株)

2009年6月2009年6月
東芝

資本強化
(普通株)

HMV
資本強化

(普通株)

0 36億ドル

2009年1月
SK Telecom
資本強化

(CB)

2009年4月

共同マネージャー

16億ドル (CB)
5億ドル

ソロ・グローバル・コーディネー
ター / 共同ブックランナー

Enel
資本強化

(普通株)

2009年5月
HSBC
資本強化

(普通株)

2009年4月

(普通株)

691億円
ブックランナーブックランナー

3,330億円

2009年6月
三井住友FG 
資本強化

(普通株)

2009年7月
全日本空輸
資本強化

(普通株)

0.36億ドル

共同ブックランナー

Beijing Enterprises
資本強化

2009年4月

3.3億ドル

共同ブックランナー

Givaudan
資本強化

2009年6月

(普通株)

80億ユーロ
シニア・コ・リード・
マネージャー

( )

177億ドル
シニア・コ・リード・
マネージャー

国内共同ブックランナー

(普通株)

9,230億円

2009年7月
みずほ FG
資本強化

(普通株)

1,489億円
共同グローバル・
コーディネーター

Saint-Gobain
資本強化

2009年5月

(CB)

21.75億HKドル

リードブックランナー

(普通株)

4.20億スイスフラン

共同ブックランナー

強
(普通株)

5,520億円
共同グローバル・
コーディネーター

The Berkeley Group
2009年6月

資本強化
(Monetization of rights)

0.38億ドル

共同ブックランナー

The Berkeley Group
資本強化

(ABB
(Accelerated  bookbuild))

U$ 55mil
ブックランナー
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出所：トムソン・ロイター

ヨーロッパ アジア 北米日本



グ ブリーグテーブル（2009年1－6月）
日本エクイティ・ファイナンスでトップ。

日本を含むアジア国内M&Aでトップ。日本を除くアジアのクロス・ボーダーM&Aで6位。

クロスボーダーM&A（日本を除くアジア企業）エクイティ・ファイナンス（日本）

順位 ブックランナー
金額

(百万ドル) シェア 件数 順位 アドバイザー
金額

（百万ドル）
シェア 件数

1 野村 6,257 35.9% 11

2 大和証券SMBC 2,847 16.3% 4

3 ゴールドマン・サックス 2,515 14.4% 1

4 日興シティ 948 5 4% 2

1 ドイツ銀行 14,744 13.3% 19

2 モルガン・スタンレー 12,992 11.7% 23

3 バンクオブアメリカ・メリルリンチ 12,781 11.5% 20

4 スタンダード・チャーター 11,022 9.9% 6

国内M&A（日本を含むアジア）クロスボーダーM&A（日本企業）

4 日興シティ 948 5.4% 2

5 JPモルガン 943 5.4% 1

5 バークレイズ 943 5.4% 1

4 スタンダ ド チャ タ 11,022 9.9% 6

5 ゴールドマン・サックス 10,411 9.4% 10

6 野村 10,108 9.1% 16

国内M&A（日本を含むアジア）クロスボーダーM&A（日本企業）

順位 アドバイザー
金額

（百万ドル）
シェア 件数

1 ラザード 3,835 32.5% 4
2 JPモルガン 3 791 32 1% 5

順位 アドバイザー
金額

（百万ドル） シェア 件数

1 野村 12,066 11.8% 61
2 モルガン・スタンレー 11 733 11 5% 232 JPモルガン 3,791 32.1% 5

3 モルガン・スタンレー 3,697 31.3% 4
4 野村 2,938 24.9% 7
5 クレディ・スイス 1,790 15.2% 2

2 モルガン スタンレ 11,733 11.5% 23
3 ゴールドマン・サックス 11,248 11.0% 11
4 日興シティ 11,215 11.0% 28
5 中国国際金融有限公司 5,328 5.2% 3

8
出所： M&Aはトムソン・ロイター、ファイナンスはDealogic
注： M&Aリーグテーブルは、公表金額ベース、ユーロマネーの受賞対象は、2008年4月から2009年3月の案件

日本ベスト・エクイティ・ハウス日本ベスト M&Aハウス 中国ベストM&Aハウス

M&A エクイティ

日本ベスト・エクイティ・ハウス日本ベスト M&Aハウス 中国ベストM&Aハウス

M&A エクイティ

日本ベスト・エクイティ・ハウス日本ベスト M&Aハウス 中国ベストM&Aハウス

M&A エクイティ



欧 ビジ が欧州ビジネスの立ち上がり状況

1384

キャッシュ・エクイティ エクイティ・デリバティブ
日次ベースの平均取引件数（指数） 取引実績銘柄数（指数）

905

14x
9x

100 100

フロー・レート及びフロー・クレジット 為替取引

2008年9月 2009年6月 2009年1月 2009年6月

1337499

フロ レ ト及びフロ クレジット 為替取引

日次ベースの平均取引件数（指数）日次ベースの平均取引件数（指数）

100
100

5x
13x

9注：比較の当初時期は、リーマンとの統合前あるいは統合後の当該ビジネスでの新体制の開始時点

2009年1月 2009年6月 2008年9月 2009年6月



ジ ビジ がアジア・ビジネスの立ち上がり状況

キャッシュ・エクイティ

235日次ベースの平均取引件数（指数）

エクイティ・デリバティブ
取引実績銘柄数（指数）

100
100

120

2x 1.2x

フロー・レート及びフロー・クレジット 為替取引

2008年7-12月 2009年1-6月2009年1月 2009年6月

フロ レ ト及びフロ クレジット

472

為替取引

日次ベースの平均取引件数（指数）931日次ベースの取引件数（指数）

100
100

9x 5x
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注：

・データは日本除くアジアベース

・比較の当初時期は、リーマンとの統合前あるいは統合後の当該ビジネスでの新体制の開始時点

2009年1月 2009年6月 2009年2月 2009年6月




